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第 4 章では，高磁場用化合物系超電導体の臨界温度九及び昨課電流Jc の劣化の核融合中性子のスペクト
ル効果を，核分裂炉照射デ タを使って予測する簡単な方法を提案している。モデノレスペクトルを用い




第 5 章では，複合超電導体の安定性 i乙対する核融合炉中性子照射効果について調べている。銅安定化





















(6) 高磁場用超電導体の臨界温度Tc '臨電電流 J c の劣化に対する中性子スペクトル効果を，核分裂炉
照射結果を用いて予測する方法を示している。
(7) A ~ 15型電導体 i乙対するTc の劣化は ， 14MeV の割合が 100 ~づのものは 0%のものに比して，最
大でー桁程度加速されることを予測している。
(8) 複合超電導体に対する安定化の問題をMaddoc k の理論を適用して論じ，銅の量と安定化された輸
送が照射量と中性子スペクトノレに敏感i乙変わることを理論的に予測している。
以上のように本研究で得られた成果は核融合工学，ならびに超電導工学に寄与する所大である。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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